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Bヒ ノ キ 諸 形 質 の 変 動 量 に つい て

宮 島 寛 ・前 田 武 彦

ヒノキ属には大別 して、 ヒノキ、 サ ワラの2種 類がある。そ の分類 の根処は 初生葉 の展開節数

の相違に ある といわれる。 したがつて、そ の方法の基礎を分析 し明確にす るため、 ヒノキ初生 葉

の展開節数が 固定的 な もので あるか どうか、 或いは いわゆる地方品種 または 個体によつ て、そ の

展開数に差が あるか ど うかを調査 した。

材料 と して母樹別には1)高 知県大正営林署管内産一1号 、2)熊 本 県出水営林署管 内9"一 一

2号 、5)熊 本 県 出水営林署管 内産一一5号 、4)熊 本 県出zk営 林署 管内産一4号 、5)熊 本 県阿

蘇 郡高森町(ナ ンゴウ ヒ)。 母樹別には6)神 奈川県平塚 営林署 管内産、7)長 崎 県長崎 営林

署管内 産、8)熊 本県球磨郡多良木町上村、9)熊 本 県飽託郡河 内芳野村 の各地 方よ り集 め ら

れた種子を、1966年5.月6日 に九州大学農学部構内圃場(A播 種 床)お よび 同大学付 属粕 屋

演習林圃場(B播 種床)の2ヵ 所にそれぞれ播種 し、 同年9月15日 、 初 生葉 の展開が 完全に終

了 した幼 苗について、その展開節数を調べた。

播種床の土壌 分析結果於 よび照度、 母樹別齢 よび母樹林別の検定等は 省略す るが、 この調査の

結果を簡単に述べ ると、播種床(A)S5・ よび(B)において 母樹別、 母樹林別内での初生 葉展開

節数、また 同一 母樹か らの播種床(A・B)の 間 に も有意差がみ られ た。

この考察の結果 と柳 田由蔵に よるサ ワラの初生葉展開節数の観測か ら、 ヒノ キ、 サ ワラの毛苗

時代の識別は初生葉の展開節数を測定する ことに よつて容易になされ る。 しか しヒノキの初生葉

の展開節数は、播種床環境の諸条件の作用如何に よつてそ の変動が可能であ9、 そ の諸条件の う

ち照度 による影響が最大で ある。その照度条件の低い とき、 平均展開節数は/162、 廠3、/164ec

射 い て一一'ftp以上 増加するが、大正署か らの/161於 よび ナンゴウ ヒ(姦5)の 節 数増加は 前老 と比

較 して小 さい。 また この傾向は母樹林別において も同様で ある。

この こ とは 次の ような結 論に達す る。播種床環境条件の差異に よつて、初生葉展開節数の変化

の 割合が 大きい もの と比較 的小 さい ものとに分別で きる。 ヒノキの稚苗は照度が低 くなればそれ

に適応す るた め初生葉 展開節数 を増 し、葉の面積 を大 き くす る性質が うかがわれる。 この よ うに

初 生葉 展開節数は、猿 境と照度 に よつ て変化 し、 また標本にはパ ラツキが あるため ヒノキの品種

分類 を行 な う確 実な張処 とはいいがたい。 しか しその変化の程度を比較する ことに よつ て立地適

応 変の異なつ た個体の選抜に は幾 分か貢献す る もので あろ う。


